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ける自己骨格筋由来細胞シートの探索的治験. 再生医療 23(03): 18-23, 2024.
藤田拓郎,宮本大輔,哲翁華子,福本将之,原　貴信,松島　肇,今村一歩,小坂太一郎,曽山明彦,足立智彦,金高賢悟,江口

晋：【胆道閉鎖症の研究update】CLiP(chemically induced liver progenitor)による胆道閉鎖症に対する新たな治療の

可能性. 小児外科 56(2): 127-133, 2024.
右田一成、曽山明彦、江口　晋：肝授動操作に必要な肝周囲支持組織の局所解剖. 手術 78(4): 495-501, 2024.

小坂太一郎，足立智彦，江口　晋：AI搭載ロボット型手術支援システムの開発. 手術 78(5): 777-783, 2024.

小坂太一郎，藤田拓郎，曽山明彦，江口　晋：重症心身障がい児・者に対する咽頭気管分離術、気管カニュー

レフリー管理のQOLに対する効果. 長崎医学会雑誌 99(3): 247-253, 2024.
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江口　晋,福井次矢,高木　誠,小室一成,阿部理一郎：腸閉塞. 今日の治療指針 : 私はこう治療している 66: 38-39,
2024.
江口　晋,福井次矢,高木　誠,小室一成,阿部理一郎：肝移植. 今日の治療指針 : 私はこう治療している 66: 559-560,
2024.

松隈国仁，曽山明彦，江口　晋：BCLC-B stage HCCにおける腫瘍縮小後のconversion療法. 肝胆膵 89(6): 785-790,
2024.
足立智彦,江口　晋：ボリビア外科医の研修を始めました～JICAとの共同事業～. 長崎県医師会報 (947): 61-63,
2024.

江口　晋：最近の外科手術でのICとSDM. 長崎市医師会報 (689): 13-14, 2024.
松島　肇，江口　晋：最近のわが国の移植医療. 消化器外科 47(8): 957-962, 2024.
濵田隆志，曽山明彦，原　貴信，松島　肇，江口　晋：肝細胞癌の腫瘍学的切除可能性分類. 消化器外科 47(9):
1007-1012, 2024.

曽山明彦，松島　肇，原　貴信，濵田隆志，足立智彦，江口　晋：マージナルドナーからの肝移植. 肝胆膵

89(4): 481-488, 2024.
木下綾華、原　貴信、江口　晋：Damage Control Surgery 若手外科医が知っておくべきこと. 臨床外科 79(12):
1228-1232, 2024.

曽山明彦,原　貴信,松島　肇,右田一成,佐藤彩香,川口雄太,木下綾華,今村一歩,足立智彦,江口　晋：機械灌流保存;
保険収載に向けた課題と展望 本邦の肝移植の現状に鑑みた機械灌流保存の導入 今後の保険収載への展望. Organ
Biology 31(3): 49, 2024.

木下綾華,足立智彦,今村一歩,山下万平,濱田隆志,松島　肇,原　貴信,曽山明彦,江口　晋：当科における膵移植の

現況. 移植 59(総会臨時): 341, 2024.

佐藤彩香,原　貴信,曽山明彦,松島　肇,濱田隆志,右田一成,川口雄太,山下万平,今村一歩,木下綾華,足立智彦,関野元

裕,金高賢悟,原　哲也,江口　晋：HIV/HCV重複感染の血友病患者に対し後区域グラフトを用いた生体肝移植を施

行した1例. 移植 59(総会臨時): 334, 2024.
牟田裕貴,原　貴信,曽山明彦,松島　肇,濱田隆志,佐藤彩香,右田一成,川口雄太,山下万平,今村一歩,木下綾華,足立智

彦,金高賢悟,江口　晋：生体肝移植術後の出血性ショックに対しDamage Control Surgeryで救命した一例. 移植

59(総会臨時): 254, 2024.
濱田隆志,曽山明彦,松島　肇,原　貴信,山下万平,今村一歩,木下綾華,佐藤綾香,右田一成,川口雄太,足立智彦,金高賢

悟,江口　晋：肝移植における免疫抑制療法のベストプラクティスは? 生体肝移植におけるバシリキシマブの有

用性についての検討. 移植 59(総会臨時): 208, 2024.

宮本大輔,福本将之,松隈国仁,三好孝之,長井一浩,丸屋安広,原　貴信,松島　肇,今村一歩,足立智彦,曽山明彦,日高匡

章,落谷孝広,江口　晋：肝硬変治療に向けた硬変肝由来リプログラミング化ヒト肝前駆細胞移植治療の確立. 移
植 59(総会臨時): 376, 2024.
今村一歩,足立智彦,宮本大輔,木下綾華,山下万平,濱田隆志,松島　肇,原　貴信,曽山明彦,江口　晋：再生医療と移

植医療の連携 当科における膵島移植ならびに膵島の再生医療に関する研究. 移植 59(総会臨時): 141, 2024.

江口　晋，江口英利，江川裕人，上平朝子，四栁　宏，長谷川潔，遠藤知之，玄田拓哉，嶋村　剛，長谷川

康，藤谷順子，高槻光寿，上村　悠，中尾一彦，原　哲也，八橋　弘，永田康浩，藤田文彦，日高匡章：血液

製剤によるHIV/HCV重複感染患者に対する肝移植を含めた外科治療に関する研究. 厚生労働行政推進調査事業費

補助金　エイズ対策研究事業　エイズ対策研究事業の企画と評価に関する研究　令和5年度総括研究報告書 :
201-204, 2024.

江口　晋：消化器疾患の手術. Year note internal medicine & surgery : 内科・外科編 : A130-A133, 2024.

江口　晋：肝疾患－門脈圧亢進症－. Year note internal medicine & surgery : 内科・外科編 : B65-B67, 2024.

曽山明彦，金高賢悟，江口　晋：ロボット支援肝切除の現状と今後の展望. 週刊　医学のあゆみ 288(6): 487-492,
2024.
江口　晋：HIV/HCV重複感染と肝移植. 別冊・医学のあゆみ

HIVの発見から40年 : 61-66, 2024.

曽山明彦,吉本周平,右田一成,佐藤彩香,原　貴信,松島　肇,濱田隆志,福本将之,川口雄太,山下万平,今村一歩,大原正

行,足立智彦,小林英司,江口　晋：本邦の現状を考慮した機械灌流保存の導入に向けて 本邦の肝移植における

Machine perfusionの導入に向けて. 移植 59(総会臨時): 149, 2024.
又野　護,原　貴信,松島　肇,永川寛徳,松本　亮,山下万平,今村一歩,曽山明彦,足立智彦,江口　晋：急性腸間膜静

脈血栓症に対して全身抗凝固療法の後に小腸切除術を行った一例. 日本臨床外科学会雑誌 85(10): 1488, 2024.
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稲尾綾乃,石田優香,原　勇紀,福嶋絢子,稲益英子,大坪竜太,赤司桃子,森田　道,久芳さやか,山口　倫,江口　晋,松本

桂太郎：術前腋窩リンパ節に対する針細胞診の評価と偽陰性症例の検討. 日本臨床外科学会雑誌 85(10): 1491,
2024.
金高賢悟,東美　樹,丸屋安広,川口雄太,小林慎一朗,橋口慶一,中尾一彦,江口　晋：消化器疾患と再生医療の最前線

腹腔内臓器への細胞シート医療の確立 基礎研究から医師主導治験へ. 日本消化器病学会雑誌 121(臨増総会):
A180, 2024.
岡田怜美,井上悠介,足立利幸,三好敬之,曽山明彦,足立智彦,小林和真,金高賢悟,江口　晋：局所進行直腸癌に対す

る集学的治療戦略. 日本大腸肛門病学会雑誌 77(4): 241, 2024.

井上悠介,足立利幸,岡田怜美,松隈国仁,小林和真,足立智彦,曽山明彦,日高匡章,金高賢悟,江口　晋：当科における

40歳未満の大腸癌症例の検討. 日本大腸肛門病学会雑誌 77(2): 136, 2024.

松本　亮,原　貴信,曽山明彦,松島　肇,永川寛徳,今村一歩,山下万平,福本将之,右田一成,川口雄太,足立利幸,井上悠

介,足立智彦,金高賢悟,江口　晋：生体肝移植を巡る諸問題 肝移植手術におけるDamage control戦略の役割. 日本腹

部救急医学会雑誌 44(2): 305, 2024.

曽山明彦,吉本周平,原　貴信,松島　肇,山下万平,今村一歩,足立智彦,金高賢悟,小林英司,江口　晋：消化器移植医

療の現状と今後の展開 臓器移植におけるサステナビリティ向上に繋がる機械灌流保存の導入に向けて. 日本消化

器病学会雑誌 121(臨増総会): A196, 2024.
松島　肇,曽山明彦,原　貴信,濱田隆志,足立智彦,関野元裕,一ノ宮大雅,矢野倫太郎,三馬　聡,宮明寿光,原　哲也,江
口　晋：ACLF、High MELDなど重症症例に対する肝移植の適応限界 当院におけるACLF、high-MELD症例に対

する生体肝移植の成績. 移植 59(総会臨時): 197, 2024.
右田一成,曽山明彦,原　貴信,松島　肇,佐藤彩香,川口雄太,濱田隆志,山下万平,今村一歩,木下綾華,足立智彦,金高賢

悟,江口　晋：生体肝ドナーグラフトにおけるHMGB1の増加について. 移植 59(総会臨時): 291, 2024.

佐々木　龍,中尾康彦,福島真典,原口雅史,三馬　聡,宮明寿光,曽山明彦,江口　晋,中尾一彦：進行肝癌の個別化治

療戦略 進行肝癌薬物療法における集学的治療の意義. 日本消化器病学会雑誌 121(臨増総会): A97, 2024.

佐々木　龍,中尾康彦,福島真典,原口雅史,三馬　聡,宮明寿光,曽山明彦,江口　晋,松崎寿久,釘山有希,本吉康英,八橋

弘,石田智士,山島美緒,山道　忍,市川辰樹,重野賢也,加茂泰広,岩津伸一,中尾一彦：複合免疫療法における免疫関

連有害事象とステロイド使用. 肝臓 65(Suppl.2): A662, 2024.
原　貴信,曽山明彦,松島　肇,濱田隆志,山下万平,今村一歩,木下綾華,佐藤綾香,右田一成,川口雄太,足立智彦,金高賢

悟,江口　晋：臓器移植レシピエントの感染症 肝移植術後に感染症による再入院を要した症例の検討. 移植 59(総
会臨時): 163, 2024.
中山嵩士,原　貴信,松本　亮,永川寛徳,山下万平,松島　肇,今村一歩,足立智彦,曽山明彦,江口　晋：腹腔鏡下広範

部分切除を施行した巨大肝血管腫の一例. 日本臨床外科学会雑誌 85(10): 1490, 2024.

赤司太郎,山口直之,橋口慶一,小林慎一朗,金高賢悟,大木岳志,江口　晋,大和雅之,中尾一彦：消化管領域における

再生医療の最前線 食道ESD後狭窄に対する自家口腔粘膜上皮細胞シート移植症例の短期成績と長期予後. 日本消

化管学会雑誌 8(Suppl.): 239, 2024.
望月保志,曽山明彦,宮崎拓郎,村橋志門,関野元裕,竹田昭子,松本桂太郎,江口　晋,原　哲也,田崎　修,今村亮一：移

植医療における働き方改革-具体的対応も含めて- 臓器提供ドナー主治医サポートシステムの構築 院内臓器提供

支援チームの活動と働き方改革. 移植 59(総会臨時): 156, 2024.
松本　亮,今村一歩,足立智彦,山下万平,永川寛徳,原　貴信,松島　肇,曽山明彦,江口　晋：転倒による腹部外傷か

ら切迫心停止に至り、REBOAを併用したDamage Control Surgery(DCS)で救命した一例. 日本臨床外科学会雑誌

85(10): 1487, 2024.
小坂太一郎，藤田拓郎，曽山明彦，足立智彦，金高賢悟，江口　晋：重症心身障害児・者に対する喉頭気管分

離術の実際と QOL に対する効果. 日本小児外科学会雑誌 60(3): 500, 2024.

藤田拓郎，小坂太一郎，曽山明彦，永川寛徳，原　貴信，松島　肇，足立智彦，江口　晋：当科における小児

生体肝移植の成績. 日本小児外科学会雑誌 60(3): 562, 2024.

広田沙織，前原由依，江口　晋，大段秀樹，波多野悦朗，江川裕人，竹田和由，奥村　康，内田浩一郎：免疫

抑制剤の要らない肝移植の普及を目指して. 日本移植学会雑誌 59: 139, 2024.

花田匡利，曽山明彦，原　貴信，松島　肇，濱田隆志，及川真人，名倉弘樹，竹内里奈，高畠英昭，江口

晋，神津　玲：生体肝移植術後患者におけるリハビリテーションの現状と課題. 日本移植学会雑誌 59: 211, 2024.

藤田拓郎，松島　肇，小坂太一郎，曽山明彦，宮本大輔，濱田隆志，原　貴信，足立智彦，江口　晋：皮膚移

植による前感作マウス小腸移植モデルの確立とその移植後特徴的病理像の解明. 日本移植学会雑誌 59: 265, 2024.

宮明寿光，江口　晋，長谷川　潔，戸島剛男，吉住朋晴，大段秀樹：我が国における非アルコール性脂肪肝炎

（MASH）　肝硬変による肝移植症例の検討. 日本移植学会雑誌 59: 318, 2024.

川口雄太，井上悠介，三好敬之，足立利幸，藤田拓郎，松島　肇，小坂太一郎，久芳さやか，曽山明彦，足立

智彦，小林和真，金高賢悟，江口　晋：当科における上腸間膜動脈塞栓症22 例の検討. Japanese Journal of Acute
Care Surgery 14: 114, 2024.
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久芳さやか,森田　道,山崎　遥,原　勇紀,福嶋絢子,稲益英子,大坪竜太,小林和真,曽山明彦,足立智彦,金高賢悟,永安

武,江口　晋：Luminal進行再発乳癌における一次療法内分泌単剤療法vs CDK4/6阻害剤併用療法のChemotherapy
free survivalの検討. 日本外科学会定期学術集会抄録集 124回: PS, 2024.

金高賢悟,小林慎一朗,井上悠介,小林和真,曽山明彦,足立智彦,江口　晋：胃癌肝転移における血清AFP高値と

primitive enterocyte phenotype発現の検討. 日本胃癌学会総会記事 96回: 303, 2024.

橋口慶一,小林慎一朗,山口直之,大仁田賢,金高賢悟：Laparoscopy and Endoscopy Cooperative Surgeryの温故知新in九
州 当院における十二指腸非乳頭部腫瘍に対するESDおよびD-LECSの変遷. 日本消化器病学会九州支部例会・日

本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 124回・118回: 94, 2024.

小林慎一朗,栗嵜　健,福本将之,今村一歩,足立智彦,金高賢悟,江口　晋：ロボットへのタスクシフト DXが切り開

く外科医療の未来. 日本胸部外科学会定期学術集会 77回: CDP1, 2024.
福本将之,曽山明彦,宮本大輔,原　貴信,松島　肇,李　楓林,李　陸洋,哲翁華子,右田一成,川口雄太,山下万平,今村一

歩,足立智彦,金高賢悟,江口　晋：低分子化合物による肝前駆細胞は肝内移植後に分化能を発揮するのか?. 日本外

科学会定期学術集会抄録集 124回: PS, 2024.

原　貴信,井上悠介,今村一歩,猪熊孝実,曽山明彦,松島　肇,山下万平,小坂太一郎,久芳さやか,小林和真,足立智彦,金
高賢悟,江口　晋：Open Abdominal Managementにおける私の工夫 当科におけるOpen abdomen managementの工夫

と成績. 日本外科学会定期学術集会抄録集 124回: WS, 2024.

曽山明彦,吉本周平,原　貴信,松島　肇,福本将之,右田一茂,川口雄太,大原正行,山下万平,今村一歩,足立智彦,小林和

真,金高賢悟,小林英司,江口　晋：Sustainableな肝胆膵・移植外科の未来を考える 臓器移植におけるサステナビリ

ティ向上に繋がる機械灌流保存に向けての取組. 日本外科学会定期学術集会抄録集 124回: WS, 2024.

哲翁華子,宮本大輔,足立智彦,山下万平,今村一歩,松島　肇,原　貴信,曽山明彦,金高賢悟,江口　晋：肝前駆細胞を

用いた肝胆道系複合化シートの作成及び構造・機能評価. 日本外科学会定期学術集会抄録集 124回: SF, 2024.

足立智彦,今村一歩,山下万平,原　貴信,松島　肇,曽山明彦,江口　晋：ロボットPD時代における定型化膵空腸吻合

の実際と成績. 日本消化器外科学会総会 79回: 870, 2024.
今村一歩,足立智彦,山下万平,永川寛徳,原　貴信,松島　肇,曽山明彦,金高賢悟,江口　晋：肝胆膵 高難度腹腔鏡・

ロボット支援下膵頭十二指腸切除術の現状と今後の展望 ロボット支援下膵頭十二指腸切除術が享受する患者利

益とは?. 日本消化器外科学会総会 79回: 467, 2024.

中山嵩士,足立智彦,今村一歩,山下万平,右田一成,松本　亮,原　貴信,松島　肇,曽山明彦,小林和真,金高賢悟,江口

晋：脳死心移植待機中のLVAD植込み患者の急性胆嚢炎に対し開腹胆嚢摘出術を施行した1例. 日本消化器病学会

九州支部例会・日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 123回・117回: 131, 2024.

今村一歩,足立智彦,山下万平,哲翁華子,右田一成,原　貴信,松島　肇,曽山明彦,金高賢悟,江口　晋：当科における

定型化したロボット支援下膵切除術の現状と今後の展望. 日本外科学会定期学術集会抄録集 124回: PS, 2024.

右田一成，曽山明彦，佐藤彩香，濵田隆志，原　貴信，松島　肇，足立智彦，金高賢悟，江口　晋：機械灌流

保存による老化細胞の発現について. Organ Biology  31(3): 98, 2024.

小坂太一郎，足立智彦，藤田拓郎，曽山明彦，金高賢悟，江口　晋：医工連携チームを活用した外科手術新規

医療機器開発. 日本臨床外科学会学術集会 85(Supplement): S36, 2024.

川口雄太，井上悠介，三好敬之，足立利幸，濱田隆志，松島　肇，原　貴信，小坂太一郎，久芳さやか，曽山

明彦，足立智彦，小林和真，金高賢悟，江口　晋：大腸癌肝転移切除可能症例に対する術前化学療法の検討. 日
本臨床外科学会学術集会 85(Supplement): S145, 2024.
濱田隆志，曽山明彦，原　貴信，松島　肇，山下万平，今村一歩，木下綾華，福森大介，Peter Larsen，Jens
Hillingso，足立智彦，金高賢悟，江口　晋：デンマークの医療から学ぶ働き方. 日本臨床外科学会学術集会

85(Supplement): S59, 2024.
築城 元，山根裕介，大関圭祐，篠原彰太，野中　隆，宮崎拓郎，江口　晋，松本桂太郎：喉頭気管分離術後の

遠隔期に気管食道瘻をきたした１例. 日本臨床外科学会学術集会 85(Supplement): S458, 2024.

曽山明彦，原　貴信，松島　肇，濱田隆志，右田一成，川口雄太，佐藤彩香，今村一歩，木下綾華，足立智

彦，金高賢悟，江口　晋：生体肝ドナー合併症の現状と術後長期経過. 日本臨床外科学会学術集会

85(Supplement): S168, 2024.
林田浩太朗，三好敬之，足立利幸，井上悠介，小林和真，足立智彦，曾山明彦，金高賢悟，江口　晋：腹腔鏡

下腫瘍生検にて診断された結核性大動脈周囲膿瘍の一例. 日本臨床外科学会雑誌 85(10): 1488, 2024.

萩原朋也，小坂太一郎，林田浩太朗，藤田拓郎，松島　肇，原　貴信，曽山明彦，足立智彦，江口　晋：原因

不明の肝硬変、門脈圧亢進症に 対して移植待機と経皮脾臓ルートによる静脈瘤塞栓術を施行した1小児例. 日本

臨床外科学会雑誌 85(10): 1490, 2024.
山﨑　遥，森田　道，山口　倫，赤司桃子，久芳さやか，小坂太一郎，曽山明彦，足立智彦，小林和真，金高

賢悟，江口　晋：粘液癌内に乳管内乳頭腫を認めた一例. 日本臨床外科学会雑誌 85(10): 1491, 2024.
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大坪竜太,原　勇紀,福嶋絢子,稲益英子,森田　道,久芳さやか,山口　倫,中島正洋,江口　晋,永安　武：Semi-dry dot-
blot(SDB)法を応用した乳癌新規リンパ節転移診断キットの術前薬物療法症例への適応拡大. 日本外科学会定期学

術集会抄録集 124回: SF, 2024.

石田ユウカ,原　勇紀,稲尾綾乃,福嶋絢子,稲益英子,大坪竜太,赤司桃子,森田　道,久芳さやか,江口　晋,松本桂太

郎：HER2陰性早期乳癌患者におけるHER2 low vs HER2 0の後方視的研究. 日本乳癌学会総会プログラム抄録集

32回: 329, 2024.

福嶋絢子,石田優香,稲尾綾乃,原　勇紀,稲益英子,大坪竜太,赤司桃子,森田　道,久芳さやか,江口　晋,松本桂太郎：

周術期HER2陽性乳癌におけるde-escalation治療の予後と有害事象に関する後方視的検討. 日本乳癌学会総会プロ

グラム抄録集 32回: 319, 2024.

稲益英子,原　勇紀,赤司桃子,福嶋絢子,森田　道,田中　彩,久芳さやか,大坪竜太,松本桂太郎,金高賢悟,山口　倫,江
口　晋：免疫チェックポイント阻害薬による内分泌障害の経験. 日本乳癌学会総会プログラム抄録集 32回: 302,
2024.

森田　道,久芳さやか,山崎　遥,赤司桃子,原　勇紀,福嶋絢子,稲益英子,大坪竜太,松本桂太郎,江口　晋：腫瘍径

30mm以下のトリプルネガティブ乳癌においてアンスラサイクリン省略可能となるのはどのような症例か?. 日本

乳癌学会総会プログラム抄録集 32回: 297, 2024.

原　勇紀,大坪竜太,石田優香,稲尾綾乃,福嶋絢子,稲益英子,赤司桃子,森田　道,久芳さやか,山口　倫,江口　晋,松本

桂太郎：好中球/リンパ球比(NLR)の推移がホルモン受容体陽性HER2陰性乳癌再発後の治療と予後に与える影響

の検討. 日本乳癌学会総会プログラム抄録集 32回: 220, 2024.

久芳さやか,松本　恵,森田　道,原　勇紀,福嶋絢子,赤司桃子,稲益英子,大坪竜太,金高賢悟,松本桂太郎,江口　晋：

ステロイドを伴う乳癌化学療法におけるHR-pQCTによる骨微細構造解析. 日本乳癌学会総会プログラム抄録集

32回: 154, 2024.

松島　肇,曽山明彦,原　貴信,藤田拓郎,川口雄太,右田一成,福本将之,山下万平,今村一歩,足立智彦,金高賢悟,江口

晋：当科における高齢者に対する生体肝移植の安全性についての検討. 日本外科学会定期学術集会抄録集 124回:
SF, 2024.

赤司桃子,山口　倫,久芳さやか,山崎　遥,原　勇紀,福嶋絢子,森田　道,稲益英子,林　洋子,大坪竜太,金高賢悟,松本

桂太郎,江口　晋：当院におけるOncotype DX症例の検討 再発スコアと臨床病理学的因子の乖離はどれくらいあ

るのか. 日本乳癌学会総会プログラム抄録集 32回: 149, 2024.

山崎　遥,久芳さやか,山之内孝彰,森田　道,原　勇紀,福嶋絢子,赤司桃子,崎村千香,稲益英子,大坪竜太,小林和真,曽
山明彦,足立智彦,金高賢悟,永安　武,江口　晋：乳癌非浸潤性乳管癌(DCIS)におけるIDFS,DCIS-DFSの検討. 日本

外科学会定期学術集会抄録集 124回: PS, 2024.

今村一歩,足立智彦,山下万平,曽山明彦,江口　晋：膵癌に対する術前治療の現状 当科における膵癌に対する審査

腹腔鏡の現状と短期成績. 日本消化器病学会九州支部例会・日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄

録集 123回・117回: 66, 2024.

山下万平,足立智彦,今村一歩,林田浩太朗,松島　肇,原　貴信,曽山明彦,金高賢悟,江口　晋：腹腔鏡下胆嚢摘出術

の進化と深化. 日本外科学会定期学術集会抄録集 124回: PS, 2024.

大坪竜太,稲尾綾乃,石田優香,原　勇紀,福嶋絢子,田中　彩,稲益英子,赤司桃子,森田　道,久芳さやか,山口　倫,中島

正洋,南　恵樹,矢野　洋,山之内孝彰,馬場雅之,島　宏彰,武井寛幸,江口　晋,松本桂太郎：Semi-dry dot-blot(SDB)法
を用いた新規乳癌リンパ節転移診断キットに関する多施設共同臨床性能試験(再試験). 日本乳癌学会総会プログ

ラム抄録集 32回: 76, 2024.
望月保志,光成健輔,松尾朋博,大庭康司郎,江口　晋,今村亮一：慢性腎不全の治療;保存期治療～移植まで 多様化す

る献腎移植 多臓器移植ほか、当院の取り組み. 西日本泌尿器科学会総会抄録集 76回: 131, 2024.

円城寺貴浩,小林慎一朗,哲翁華子,宮本大輔,曽山明彦,足立智彦,金高賢悟,江口　晋：筋芽細胞シートを用いて新生

消化管壁置換は可能か?. 日本再生医療学会総会(Web) 23rd:  2024.

藤田拓郎,松島　肇,小坂太一郎,曽山明彦,宮本大輔,永川寛徳,原　貴信,足立智彦,江口　晋：皮膚移植による前感

作マウス小腸移植モデルの確立とその移植後特徴的病理像の解明. 日本腸管リハビリテーション・小腸移植研究

会プログラム・抄録集 36th:  2024.

丸屋安広,原　貴信,宮本大輔,福本将之,曽山明彦,長井一浩,山原研一,落谷孝広,江口　晋：CLiP(Chemically-induced
liver progenitor)を用いた肝硬変治療の開発. 日本再生医療学会総会(Web) 23rd:  2024.

宮本大輔,今村一歩,金　達也,足立智彦,哲翁華子,山下万平,松島　肇,金高賢悟,江口　晋：低分子化合物刺激を利

用した新規ヒト膵島様オルガノイドの構築. 日本再生医療学会総会(Web) 23rd:  2024.

小林和真,竹森広大,井上悠介,岡田怜美,足立利幸,三好敬之,久芳さやか,森田　道,小坂太一郎,小林慎一朗,原　貴信,
松島　肇,今村一歩,山下万平,松隈国仁,曽山明彦,足立智彦,金高賢悟,江口　晋：直腸癌術後補助化学療法における

S-1の1年間投与の有用性. 日本外科学会定期学術集会抄録集 124回: PS, 2024.

山下万平,今村一歩,足立智彦,松本　亮,永川寛徳,松島　肇,原　貴信,曽山明彦,金高賢悟,江口　晋：ラパコレにお

ける助手の役割. 日本消化器外科学会総会 79回: 1152, 2024.
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金高賢悟，東　美樹，丸屋安広，小林慎一朗，川口雄太，橋口慶一，中尾一彦，江口　晋：表在性十二指腸腫

瘍に対する新規術式の開発

内視鏡＋腹腔鏡手術＋細胞シート医療＝？. 日本再生医療学会総会 :  2024.

広田沙織，前原由依，江口　晋，大段秀樹，波多野悦朗，有泉俊一，江川裕人，竹田和由，奥村　康，内田浩

一郎：学会連携による新規制御性T細胞製剤の安全な普及に向けた適正使用ガイドライン及び学会レジストリの

検討. 日本再生医療学会総会 :  2024.

金高賢悟，小林慎一朗，足立利幸，岡田怜美，井上悠介，今村一歩，松島　肇，原　貴信，曽山明彦，足立智

彦，江口　晋：ロボット支援下食道切除術の初期成績とT3br症例の手術経験. 日本ロボット外科学会学術集会 :
208, 2024.

小林和真，又野　護，松隈国仁，井上悠介，足立利幸，三好敬之，松島　肇，小坂太一郎，曽山明彦，足立智

彦，金高賢悟，江口　晋：高齢者であっても conversion の可能性があれば、分子標的薬を含む併用療法で治療す

べきである. 制癌剤適応研究会 : 45, 2024.

小林和真，又野　護，松隈国仁，井上悠介，足立利幸，三好敬之，松島　肇，小坂太一郎，曽山明彦，足立智

彦，金高賢悟，江口　晋：切除不能進行再発大腸癌治療で、一次治療の 5-FU が不応になった場合に二次治療以

降のCPT-11 ベースレジメンに 5-FU は必要か？. 制癌剤適応研究会 : 70, 2024.

小林慎一朗，千葉　恒，小川伸一郎，古賀洋一，吉本智子，久芳さやか，円城寺貴浩，金高賢悟，尾崎　誠，

江口　晋：胃全摘術後晩期障害が骨密度や骨微細構造に及ぼす影響. 日本胃癌学会総会 : 292, 2024.

小林和真，竹森広大，山崎　遥，小林慎一朗，三好敬之，小坂太一郎，井上悠介，松島　肇，久芳さやか，森

田　道，岡田怜美，足立利幸，原　貴信，今村一歩，山下万平，松隈国仁，曽山明彦，足立智彦，金高賢悟，

江口　晋：A MSI-H mutational advanced gastric cancer case with Bulky N treated by pembrolizumab as a first-line
therapy. 日本臨床腫瘍学会学術集会 :  2024.
今村一歩, 足立智彦, 山下万平, 中山嵩士, 松本亮, 永川寛徳, 原 貴信, 松島 肇, 曽山明彦, 江口 晋：当科における膵

癌に対する審査腹腔鏡の現状と短期成績. 九州膵研究会 :  2024.

哲翁華子，宮本大輔，足立智彦，山下万平，今村一歩，松島　肇，原　貴信，曽山明彦，金高賢悟，江口

晋：肝前駆細胞を用いた肝胆道系複合化シートの作成及び構造・機能評価. 日本再生医療学会総会 :  2024.

川口雄太，井上悠介，三好敬之，足立利幸，岡田怜美，曽山明彦，足立智彦，小林和真，金高賢悟，江口

晋：当院における上腸間膜動脈塞栓症22例の検討. 日本外科学会定期学術集会 :  2024.

岡田怜美，井上悠介，足立利幸，小林和真，曽山明彦，足立智彦，金高賢悟，江口　晋：壁外浸潤結腸癌の術

前治療と治療成績の検討. 日本外科学会定期学術集会 :  2024.

小林慎一朗，遠山柊介，蒔本憲明，金高賢悟，円城寺貴浩，哲翁華子，田中貴子，村上俊介，足立智彦，江口

晋：病院間連携で行う食道がん患者に対するPeri-Operative Maintenance through Physical Exercise. 日本外科学会定

期学術集会 :  2024.

濵田隆志，福森大介，Peter Larsen，江口　晋，Hillingsø Jens：デンマークから学ぶ医療従事者の働き方. 日本外

科学会定期学術集会 :  2024.

足立利幸，井上悠介，岡田怜美，川口雄太，哲翁華子，久芳さやか，曽山明彦，小林和真，足立智彦，金高賢

悟，江口　晋：局所進行大腸癌における尿路温存術式の有用性の検討. 日本外科学会定期学術集会 :  2024.

三好敬之，井上悠介，足立利幸，岡田怜美，曽山明彦，足立智彦，小林和真，金高賢悟，江口　晋：大腸癌肝

転移一期的切除症例に対する術前化学療法の検討. 日本外科学会定期学術集会 :  2024.

右田一成，曽山明彦，永川寛徳，原　貴信，松島　肇，山下万平，今村一歩，足立智彦，金高賢悟，江口

晋：ウォータージェットメスを用いた生体肝移植グラフト採取術. 手術手技研究会 : 72, 2024.

江口　晋，曽山明彦，宮本大輔，丸屋安広，原　貴信，松島　肇，福本将之，右田一成，足立智彦：近未来の

肝移植　-プラスアルファを考える. 日本肝移植学会学術集会 : 39, 2024.

曽山明彦，吉本周平，右田一成，原　貴信，松島　肇，永川寛徳，濱田隆志，佐藤彩香，今村一歩，山下万

平，大原正行，足立智彦，小林英司，江口　晋：Waitlist mortality低下を目指した本邦におけるMachine perfusion
の導入に向けて. 日本肝移植学会学術集会 : 48, 2024.

曽山明彦，原　貴信，松島　肇，濱田隆志，右田一成，川口雄太，福本将之，今村一歩，山下万平，足立智

彦，江口　晋：脳死肝移植のアロケーションシステムの最適化を目指して. 日本肝移植学会学術集会 : 64, 2024.

原　貴信，曽山明彦，松島　肇，永川寛徳，福本将之，Li Peilin，Li Luyang，Askeyev Baglan，右田一成，川口

雄太，山下万平，今村一歩，足立智彦，江口　晋：生体ドナー合併症の現状と術後長期経過. 日本肝移植学会学

術集会 : 65, 2024.

宮明寿光，中尾康彦，福島真典，原口雅史，佐々木　龍，三馬　聡，原　貴信，曽山明彦，江口　晋，中尾一

彦：当院における非アルコール性脂肪性肝炎（MASH)肝硬変による肝移植症例の検討. 日本肝移植学会学術集会

: 86, 2024.
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濱田隆志，曽山明彦，福森大介，原　貴信，松島　肇，永川寛徳，Peter Larsen，Jens Hillingso，江口　晋：デン

マーク留学を通じて経験した北欧肝移植. 日本肝移植学会学術集会 : 107, 2024.

右田一成，曽山明彦，原　貴信，松島　肇，山下万平，今村一歩，川口雄太，李　陸洋，Baglan Askeyev，足立

智彦，江口　晋：脳死登録中の ACLF 症例に対し、準緊急での血液型不適合生体肝移植を実施した一例. 日本急

性肝不全研究会 : 44, 2024.

曽山明彦，小林英司，江口　晋：本邦の肝移植の現状に鑑みた機械還流装置導入に向けて. 日本肝臓学会総会 :
A188, 2024.

佐々木　龍，宮明寿光，江口　晋：内科の立場から考案する肝癌薬物療法後の外科治療介入成績と適切な

conversion. 日本肝臓学会総会 : A105, 2024.

Akahoshi K, Shindoh J, Tanabe M, Arizumi S, Eguchi S, Okamura Y, Kaibori M, Kubo S, Shimada M, Taketomi A,
Takemura N, Nagano H, Nakamura M, Hasegawa K, Hatano E, Yoshizumi T, Endo I, Kokudo N：Proposal Process of
Oncological Resectability Criteria for Hepatocellular Carcinoma in the Era of Novel Systemic Therapies. 日本肝胆膵外科

学会学術集会 : 254, 2024.
Soyama A, Yoshimoto S, Migita K, Hara T, Matsushima H, Nagakawa K, Fukumoto M, Ohara M, Adachi T, Kobayashi E,
Eguchi S：Introduction of a machine perfusion for marginal donor graft considering the current state of liver transplantation
in Japan. 日本肝胆膵外科学会学術集会 : 252, 2024.

Takatsuki M, Ono S, Ishino S, Nakamoto M, Chinen I, Shimata K, Baba T, Kuda M, Eguchi S：Technical tips of living
donor liver transplantation using left liver graft for polycystic liver disease. 日本肝胆膵外科学会学術集会 : 271, 2024.

Hamada T, Fukumori D, Tschuor C, Kiim K, Larsen PN, Eguchi S, Hillingso JG：Liver parenchyma transection in totally
robotic liver surgery using the Robotic Harmonic curved shears. 日本肝胆膵外科学会学術集会 : 286, 2024.

Hara T, Eguchi S：Initiatives at the Facility Level for Training the Next-Generation of Hepato-Biliary-Pancreatic Surgeons.
日本肝胆膵外科学会学術集会 : 292, 2024.

Hara T, Soyama A, Matsushima H, Nagakawa K, Yamashita M, Imamura H, Adachi T, Eguchi S：Clinical features and
outcomes of laparoscopic anatomical liver resection for HCC: a single center experience. 日本肝胆膵外科学会学術集会 :
368, 2024.

Matsushima H, Soyama A, Hara T, Nagakawa K, Yamashita M, Imamura H, Adachi T, Eguchi S：Impact of intraoperative
blood loss on patient survival following living donor liver transplantation. 日本肝胆膵外科学会学術集会 : 469, 2024.

Imamura H, Adachi T, Yamashita M, Nagakawa K, Hara T, Matsushima H, Soyama A, Eguchi S：Status and short-term
outcomes of staging laparoscopy for pancreatic cancer. 日本肝胆膵外科学会学術集会 : 535, 2024.

円城寺貴浩，小林慎一朗，哲翁華子，曽山明彦，足立智彦，小林和真，金高賢悟，岡野慎士，江口　晋：食道

癌における腫瘍免疫微小環境と早期再発との関連. 日本食道学会学術集会 : 35, 2024.

小林慎一朗，金高賢悟，円城寺貴浩，哲翁華子，村上俊介，小林和真，江口　晋：術後早期再発の要因と術後

補助療法の効果について. 日本食道学会学術集会 : 215, 2024.

金高賢悟，小林慎一朗，村上俊介，小林和真，井上悠介，曽山明彦，足立智彦，江口　晋：胃管作成不能例に

対する血管吻合付加有茎空腸再建術の有用性. 日本食道学会学術集会 : 291, 2024.

舟串 僚，久芳さやか，森田　道，赤司桃子，江口　晋，金高賢悟：乳癌術後の腋窩リンパ節転移再発にRS3PE
症候群を併発した１例. 日本乳癌学会学術総会 : 485, 2024.

稲尾綾乃，大坪竜太，石田優香，原　勇紀，福嶋絢子，稲益英子，赤司桃子，森田　道，久芳さやか，山口

倫，江口　晋，松本桂太郎：術前腋窩リンパ節に対する針細胞診の評価と偽陰性症例の検討. 日本乳癌学会学術

総会 : 196, 2024.

三好敬之，井上悠介，足立利幸，小林和真，曽山明彦，足立智彦，金高賢悟，江口　晋：術前治療によって予

防的側方郭清は省略できるのか？. 大腸癌研究会学術集会 : 53, 2024.

川口雄太，井上悠介，三好敬之，足立利幸，曽山明彦，足立智彦，小林和真，金高賢悟，江口　晋：直腸癌手

術における一時的回腸人工肛門造設術後の腎障害と予後への影響. 日本消化器外科学会総会 :  2024.

荒牧　修，岡村行泰，松山　裕，久保正二，國土典宏，福本　巧，江口　晋，副島雄二：肝細胞癌肝切除にお

ける周術期予測死亡率を指標にした肝予備能総合評価. 日本消化器外科学会総会 :  2024.

三好敬之，足立利幸，井上悠介，曽山明彦，足立智彦，小林和真，金高賢悟，江口　晋：他臓器浸潤結腸癌に

対する術前化学療法の治療成績. 日本消化器外科学会総会 :  2024.

井上悠介，足立利幸，三好敬之，小林和真，曽山明彦，足立智彦，金高賢悟，江口　晋：当科における，局所

進行直腸癌に対するTotal Neoadjuvant Treatmentの初期成績. 日本消化器外科学会総会 :  2024.

Eguchi S, Soyama A, Umeshita K, Ohdan H：Current status and perspective of liver transplantation in Japan. 日本消化器

外科学会総会 :  2024.
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Soyama A, Hara T, Matsushima H, Nagakawa K, Imamura H, Yamashita M, Adachi T, Kobayashi K, Kanetaka K, Eguchi
S：Current Status of Robotic-Assisted Liver Resection and Future Prospects Based on Its Advantages. 日本消化器外科学

会総会 :  2024.

市田晃彦，有田淳一，波多野悦朗，江口　晋，齋浦明夫，永野浩昭，進藤潤一，橋本雅司，竹村信行，田浦康

二朗，阪本良弘，髙橋　祐，脊山泰治，佐々木泰治，上村鋼平，國土典宏，長谷川　潔：進行肝細胞癌に対す

る術前レンバチニブ療法の有効性と安全性を検証する多施設共同第2相試験（LENS-HCC 試験）. 日本肝がん分

子標的治療研究会 :  2024.
木下綾華，山下万平，今村一歩，足立智彦，濱田隆志，原　貴信，松島　肇，曽山明彦，江口　晋：膵尾側切

除後，ドレーン翌日抜去による膵液瘻抑制. 日本膵切研究会 :  2024.

行武彩季，赤司桃子，久芳さやか，小林和真，曽山明彦，足立智彦，金高賢悟，山口　倫，江口　晋：アテゾ

リズマブ＋nab-PTXが長期間奏効している脳転移切除後のde novo Stage Ⅳトリプルネガティブ乳癌の 1 例. 日本

乳癌学会九州地方会 : 46, 2024.

原　勇紀，山口　倫，大坪竜太，福嶋絢子，稲益英子，行武彩季，赤司桃子，久芳さやか，江口　晋，松本桂

太郎：腫瘍形態を表す肉眼分類と生物学的特性の関係性. 日本乳癌学会九州地方会 : 44, 2024.

木下綾華，足立智彦，今村一歩，山下万平，濱田隆志，原　貴信，松島　肇，曽山明彦，江口　晋：膵癌に対

する審査腹腔鏡の現状と短期成績. 膵癌術前治療研究会 :  2024.

小林慎一朗、金高賢悟、村上俊介、小野稔晃、太田成美、小林和真、曽山明彦、足立智彦、江口　晋：ロボッ

ト支援下胃切除の習熟効果. 九州内視鏡・ロボット外科手術研究会 : 44, 2024.

井上悠介、三好敬之、足立利幸、川口雄太、曽山明彦、足立智彦、小林和真、金高賢悟、江口　晋：術前放射

線治療後の直腸癌に対する鏡視下手術. 九州内視鏡・ロボット外科手術研究会 : 46, 2024.

原　貴信、曽山明彦、松島　肇、濵田隆志、山下万平、今村一歩、木下綾華、佐藤綾香、川口雄太、右田一

成、足立智彦、江口　晋：肝細胞癌に対する腹腔鏡下解剖学的肝切除の工夫と成績. 九州内視鏡・ロボット外科

手術研究会 : 52, 2024.

今村一歩、足立智彦、木下綾華、山下万平、濱田隆志、原　貴信、松島　肇、曽山明彦、江口　晋：膵液瘻を

防ぐわたしたちのロボット膵空腸吻合術　～膵管径 1mm の場合も含めて～. 九州内視鏡・ロボット外科手術研

究会 : 53, 2024.

村上俊介、小林慎一朗、橋口慶一、金高賢悟、山下万平、今村一歩、足立智彦、山口直之、中尾一彦、江口

晋：LECS による低侵襲十二指腸腫瘍治療：遅発性穿孔リスクの管理. 九州内視鏡・ロボット外科手術研究会 :
55, 2024.

三好敬之、足立利幸、井上悠介、曽山明彦、足立智彦、小林和真、金高賢悟、江口　晋：盲腸癌/上行結腸癌に

対する術前MRI評価を用いた適切なCircumferential resection margin（CRM）に関する研究. 九州内視鏡・ロボット

外科手術研究会 : 62, 2024.

井上悠介，足立利幸，三好敬之，原　貴信，猪熊孝実，曽山明彦，足立智彦，金高賢悟，江口　晋：治療に難

渋したOpen abdominal management症例の検討. 日本救急医学会総会・学術集会 :  2024.

江口　晋，曽山明彦，小林和真，松隈国仁：転移性肝癌に対するMultidisciplinaryアプローチ：最新のレビュー.
日本癌治療学会学術集会 :  2024.

岡田怜美，布下裕基，牟田裕貴，行武彩季，川原大輔，木下綾華，平原正隆，谷口　堅，井上悠介，江口

晋：同一術者におけるロボット支援下大腸切除術の初期成績と安全性の検討. 日本消化器外科学会大会 :  2024.

小林和真，岡田和也，福本将之，松隈国仁，井上悠介，足立利幸，三好敬之，久芳さやか，小坂太一郎，松島

肇，曽山明彦，足立智彦，金高賢悟，江口　晋：転移性大腸癌二次治療としてのRmab+IRIS療法の検討（P2-N-
DOCC-F-C-1701試験）. 日本癌治療学会学術集会 :  2024.

小坂太一郎，藤田拓郎，曽山明彦，足立智彦，金高賢悟，江口　晋：小児鼡径ヘルニア手術腹腔鏡下経皮腹膜

外閉鎖法（LPEC）の精管周囲剥離手技の検討. 日本小児外科学会秋季シンポジウム

日本小児内視鏡外科・手術手技研究会 :  2024.

藤田拓郎：当科における尿膜管摘出術の変遷と腹腔鏡下尿膜管摘出術の定型化. 日本小児外科学会秋季シンポジ

ウム

日本小児内視鏡外科・手術手技研究会 :  2024.丸屋安広，福本将之，曽山明彦，宮本大輔，原　貴信，Peilin Li，松島　肇，右田一成，円城寺貴浩，哲翁華

子，藤田拓郎，山下万平，今村一歩，足立智彦，金高賢悟，落谷孝広，江口　晋：低分子誘導肝前駆細胞

（CLiP：Chemically-induced liver progenitor）による肝硬変治療の開発. 日本先進医工学ブタ研究会 :  2024.

小林慎一朗，金高賢悟，村上俊介，江口　晋：進行胃癌に対するロボット支援下胃切除術. 日本消化器病学会総

会九州支部例会 : 73, 2024.

足立利幸，井上悠介，塩田純也，三好敬之，江口　晋：Endoscopy-assisted Transanal Minimally Invasive Surgery の
工夫. 日本消化器病学会総会九州支部例会 : 93, 2024.

濱田隆志，曽山明彦，佐々木　龍，宮明寿光，江口　晋：腫瘍学的切除可能性分類に鑑みた肝細胞癌に対する

集学的治療成績. 日本消化器病学会総会九州支部例会 : 97, 2024.
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　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数一覧

欧文論文総数 教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.233 1.862 1.000 1.862

総計

5 2 21 28 15 2 173

合計 総計

2024 51 3 0 0 0 5454 9 9 6 1 153 178

A-c

218

232

論文数一覧

A-a A-b B-b B-c B-d B-eA-d

A-a A-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

A-b
学会

2024

A-e SCI合計 B-a

190

学会発表数一覧

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計 B-a B-b
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

B-b
学会

合計

2024

好川周作，小林慎一朗，小林和真，小野稔晃，松隈国仁，村上俊介，金高賢悟，江口　晋：MSI-H 進行胃癌に

対してpembrolizumab 単剤療法にて完全奏功を維持している一例. 日本消化器病学会総会九州支部例会 : 125,
2024.

曽山明彦，原　貴信，松島　肇，濵田隆志，木下綾華，今村一歩，右田一成，川口雄太，佐藤彩香，金高賢

悟，江口　晋：ロボット支援下肝切除の導入から安全な高難度手術への展開に向けて. 肝臓内視鏡外科研究会 :
37, 2024.

足立智彦，木下綾華，今村一歩，牟田裕貴，濱田隆志，原　貴信，松島　肇，曽山明彦，江口　晋：わたした

ちのロボット膵空腸吻合. 膵臓内視鏡外科研究会 : 118, 2024.
井上悠介，Li Peilin，宮本大輔，三好敬之，足立利幸，小坂太一郎，久芳さやか，小林和真，曽山明彦，足立智

彦，金高賢悟，江口　晋：小腸炎モデルラットに対する大建中湯の作用. 外科漢方フォーラム :  2024.

井上悠介, 足立利幸, 三好敬之, 川口雄太, 小林和真, 曽山明彦, 足立智彦, 金高賢悟, 江口　晋：結腸癌⼿術における

腹腔鏡下体腔内吻合とその予後. 日本大腸肛門病学会学術集会 :  2024.
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